
当面の病床機能転換等の一覧（那賀保健医療圏構想区域）

No. 医療機関名 転換等の時期

（見込）

1 公立那賀病院 転換

急性期病床のうち3床を高度急性期病床へ転換

＜転換後の機能別病床数＞　高度急性期　3床、急性期　297床

令和6年度

2 殿田胃腸肛門病院 転換

急性期病床59床を回復期病床へ転換

＜転換後の機能別病床数＞　回復期　59床

令和6年4月

3 奥クリニック 転換

介護療養病床を一般病床へ転換

回復期病床19床を慢性期病床へ転換

＜転換後の機能別病床数＞　慢性期　19床

令和5年10月

4 長雄整形外科 廃止

回復期病床2床を廃止

＜廃止後の機能別病床数＞　回復期　16床　（▲2床）

令和5年9月

5 久保外科 廃止

急性期病床19床を廃止

＜廃止後の病床数＞　０床　（▲19床）

令和6年4月【F】無床診療所

【Ｃ】地域密着型

（軽症患者の救急受入、

　急性期病院からの転院受入、

　在宅復帰へ向けた医療など）

今後の役割・方向性 機能転換等の内容

 令和4年 4月～5月

「2025年に向けた対応方針アンケート」より
（一般病床・療養病床）

【Ｃ】地域密着型

（軽症患者の救急受入、

　急性期病院からの転院受入、

　在宅復帰へ向けた医療など）

【Ｂ】救急拠点型

（年間100件以上の入院を要する

救急患者受入れ）

【Ｃ】地域密着型

（軽症患者の救急受入、

　急性期病院からの転院受入、

　在宅復帰へ向けた医療など）

資料４



病床機能報告及び2025年に向けた具体的対応方針アンケート結果

2022年7月1日時点〔病床機能報告〕 2025年 予定〔アンケート等〕 不足する医療機能への転換など、
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1 公立那賀病院 300 300 300 300 Ｂ 救急拠点型 300 3 297 高度急性期に転換予定 3床

2 貴志川リハビリテーション病院 168 60 48 60 168 60 48 60 Ｂ 救急拠点型 168 60 48 60 病床再編を検討中

3 稲穂会病院 66 66 24 24 Ｃ 地域密着型 24 24 介護医療院へ転換（実施済）42床

4 名手病院 104 58 46 104 104 Ｃ 地域密着型 104 104 回復期に転換（実施済）58床

5 富田病院 156 47 109 101 47 54 Ｃ 地域密着型 101 47 54 介護医療院へ転換（実施済）55床

6 殿田胃腸肛門病院 59 59 59 59 Ｃ 地域密着型 59 59 回復期に転換予定 59床

7 奥クリニック 19 19 19 19 Ｃ 地域密着型 19 19

回復期に転換（実施済）13床

介護療養病床を一般病床に転換予定

慢性期に転換予定 13床

8 長雄整形外科 18 18 18 18 Ｃ 地域密着型 16 16 一部廃止予定　2床

9 紀の川クリニック 19 19 19 19 Ｃ 地域密着型 19 19 病床再編は行わない

10 やよいメディカルクリニック 19 19 19 19 Ｃ 地域密着型 19 19 病床再編は行わない

11 つくし医療・福祉センター 136 136 136 136 Ｅ 特殊医療特化 136 136 病床再編は行わない

12 久保外科 19 19 19 19 Ｆ 無床診療所 0 0 廃止予定 19床

計 1083 0 515 197 371 0 986 0 438 274 274 0 965 3 357 312 293 0

必要病床数 961 48 267 261 385 0

差 4 -45 90 51 -92 0

医 療 機 関 名

(役割・方向性Ａ～Ｆ順)

役割・方向性

(Q1)

2015年7月1日時点〔地域医療構想策定前〕


